


　現代に伝わる資料から、俊胤・俊懋父子は初代延俊と
三代俊長を特に敬っていたことがわかります。そして、
他家からの養子であった俊胤とその子俊懋にとって、こ
の二人の先祖の顕彰は日出藩士たちの心をつかむために
も必要な事業であったと思われます。

　　　　　　　「日出図跡考　南仁王部（二）」によれば、
　　　　　　日出若宮八幡宮は天徳４（９６０）年に石
　　　　　　清水八幡宮より勧請されたとあります。文
　　　　　　禄元（１５９２）年、豊臣秀吉から日出の
　　　　　　代官に任命された毛利重政（兵橘）によっ
　　　　　　て若宮八幡宮は破却され、慶長７（１６０２）
　　　　　　年に初代藩主延俊により再興されました。
　　　　　　　若宮八幡宮の祭礼は日出藩をあげての公
的な神事であり、藩主にとっては領民の心をつかみ領内
を円滑に統治する上での大切な行事でした。慶長１２（１
６０７）年頃には大祭の日は９月１５日に固定され、延
俊によって若宮八幡宮の祭礼の行列の構成、村への祭事
の役の割り当てなどが定められました。
　俊懋藩政期の寛政年間になると、若宮八幡宮の大祭日
には領民だけでなく領外の民も加わるようになり、大い
に賑いました。そして、縁日は９月１１日から２０日ま
で続き、領内外から多くの商人たちが集まり、店が立ち
芝居の興業が行われました。

　　　　　　　江戸生まれの俊懋にとって、国元（在所）
　　　　　　は幼少の頃からの憧憬の地であったと思わ
　　　　　　れます。天明８（１７８８）年に国元日出
　　　　　　への初入部が決まると、俊懋は初代藩主延
　　　　　　俊にならい家臣に命じて日記をつけさせます。
　　　　　　　初の国入りを果たした俊懋の藩主として
　　　　　　の仕事には藩士への賞罰や役職の任命、先
　　　　　　祖や領内各地の寺社への祭祀などがあった
ことが、日記からひろうことができます。ここではその
中の先祖への祭祀に注目してみたいと思います。
　日出藩歴代の藩主とその家族の墓は菩提寺の松屋寺に
集中していますが、３代俊長だけはその遺体が横津御廟（現
横津神社）に埋葬されました。よって、松屋寺と横津御廟
への参拝は木下家の私的な仏事であるとともに、日出藩と
木下家の歴史を振り返り木下家一門衆や藩士たちの絆を深
める大切な行事でした。天明８年６月１３日、俊懋は藩主
の精進日や仏参日について定め、さらに歴代藩主の祥月命
日に対する仏事とその他の仏事を分けています。また、こ
の定例の仏事とは別に俊懋の父母への墓参も行っています。
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　　　　　　　山や台地が多い日出領内は猪や鹿、鳥類が
　　　　　　多く生息し、狩猟に適していました。俊懋の
　　　　　　日記を紐解きますと、秋に差し掛かる頃から
　　　　　　藩主たちによる狩猟の記事が多く出てきま
　　　　　　す。これらの記事を分析しますと、山香郷や
　　　　　　鹿鳴越山地のような山岳地帯では主に猪を、
　　　　　　大神の台地では鳥類を狩ることを目的にして
　　　　　　いたことがわかります。
　領内の狩場は大きく分けて、大神、唐木山などの鹿鳴越山
地、山浦・日指などの山香郷西部、小武などの山香郷東部の
四か所からなっています。また、それぞれの地での狩りの頻
度については、山香郷の二つの狩場には数年に一度、庄屋宅
を宿所とした泊狩に出かけており、大神や鹿鳴越へは頻繁に
赴いています。特に大神へは毎日出かける時もありました。
　狩りの手法は様々ですが、その中でも俊懋は鉄砲での狩
りを好んだようです。それに対して、初代の延俊は鷹狩を
好んだことが延俊日記に記されています。また、松平親良

（杵築藩主）が描いた「鷹狩図巻」には、狩場では領民た
ちが勢子として獲物を追い立てて誘導させていました。
　藩主の狩りは領内の巡視も兼ねており、俊懋も狩りの合
間に領内の名所や社寺などを訪問していました。その際に
は、領民たちと直接対面して声を掛けることもありました。

　　　　　　　「俊懋日記」を紐解きますと、俊懋の日々
　　　　　　の体調管理や病気の治療に関する記事があ
　　　　　　り、それによると、俊懋は歯の痛みと積気に
　　　　　　悩まされていたことがわかります。
　　　　　　　俊懋の周囲には松本秀策を始めとする藩医
　　　　　　たちが控えていて、藩主の診察に日々あたっ
　　　　　　ていました。時には他藩からも医者を招くこ
　　　　　　ともあり、寛政７（１７９５）年には杵築藩
医の佐野玄知や中津藩医の大江文明が城中に招かれて、俊
懋の治療に尽力しました。
　藩主の病は参勤交代に支障がでる可能性があり、江戸へ
遅参すれば藩の立場が危うくなる恐れもありました。そう
いった意味でも、藩医たちは藩主の健康に注意を払う必要
があったのです。
　俊懋病気治療のための佐野玄知や大江文明の招聘は、日
出藩医たちにとっては屈辱的な出来事であったと思われま
す。日出藩では医術の向上に努め、天保６（１８３５）年の「日
出藩士帳」には松本秀策・矢嶋春濟・吉井改邑などの藩医
らが京都・江戸・長崎に医術修行に行ったことが記されて
います。そして、帆足萬里の登場によって、日出藩の医術
は和洋折衷という形で発展を遂げることになるのです。

藩主の病と医療

日出の山々と藩主の狩り

木下俊懋日記（寛政 12年 9月 23 日条 / 当館蔵）

木下俊懋日記（寛政 11年 2月 8日条 / 当館蔵）

鷹狩図巻（大分県立歴史博物館蔵）
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蓮華寺
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日出町歴史資料館・日出町帆足萬里記念館
　【開館時間】9：00～ 17：00　※入館は16：30まで
　【休 館 日】月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　 　 年末年始（12月 29日～1月3日）
　【住　　所】  大分県速見郡日出町2602番地1
　【住　　所】TEL0977－72－6100　FAX0977－72－6103
　　　　　　　　　■所管課　日出町教育委員会社会教育課（文化財係）
　　　　　　　　　　　　　　〒879-1506 大分県速見郡日出町 3891 番地 2
　　　　　　　　　　　　　　TEL0977－73－3222　FAX0977－72－8680

によって、文化 9（1812）年に一揆鎮圧のために宇佐郡へ
出兵しています。
　そのような情勢の中、文化 7（1810）年に木下俊懋は家
督を俊良に譲り、藩主の座から引退しました。本来、俊懋の
嫡子は正室於鉄との子である英丸でした。しかし、享和 3

（1803）年に 6 歳で早世したため、側室の梅との間に生まれ
た籌丸（俊良の幼名）が嫡子となっていました。正室於鉄も
俊懋に先立つこと文化 4（1807）年に亡くなっています。
　文政 5（1822）年 7 月 3 日、木下俊懋は 51 歳にてこの
世を去りました。俊懋は天明 8（1788）年の初入部以来、
紙漉きなどの新しい産業の育成や帆足萬里の藩学教授への
登用による学問と文化の振興などに努め、日出領内の発展
に尽力しました。俊懋がその生涯をかけて築いてきたもの
は日出町の歴史と文化を示す重要な文化財として現代まで
大切に遺されています。

また、俊懋日記の社寺などへの参詣の記事は、現存する文
化財の当時の姿が書き残されており、文化財に関する記録
資料としても注目されます。

　　　　　　　現存する『俊懋日記』は享和元（1801）年
　　　　　　を最後としています。享和元年以降の俊懋の
　　　　　　生涯を記した資料があまり残されていないた
　　　　め、詳細な足跡を追うことが困難となっています。
　　　　　　　俊懋の後半生は泰平の時代から激動の時代
　　　　　　へと転換する過渡期にあたりました。豊後国
　　　　　　では、文化 7（1810）年 11 月に発生した岡          
　　　　　　藩での打ちこわしがきっかけとなり、豊後一
円と豊前国宇佐・下毛郡にて文化一揆が起こり、社会不安
が高まるばかりでした。日出藩も四日市代官所の要請によっ
て、文化 9

現代に伝わる俊懋の遺産

『杵築・府内間山水図巻』（大分市歴史資料館蔵）
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